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 2018年6月5-6日 国連本部で開催（毎年開催）。
 100ヶ国から政治、行政、企業、大学、ＮＧＯ等から

約700名が参加。
 共同議⾧:星野・国連大使、メキシコ・国連大使

 議論の結果は、毎年7月に開催され
るHigh Level Political Forum 
(HLPF) に報告。

国連 Multi-stakeholder Forum on STI for SDGs in 2018 
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 目的:マルチステークホルダーが集ま
り、科学技術協力やイノベーション、
人材育成などの取組事例を共有するこ
とで、SDGsゴールの達成に向けて課
題となる技術の壁、仕組みとその
ギャップを明確にし、行動を起こすこ
とを目指す。



Road maps:岸外務大臣科
学技術顧問スピーチ

Young 
Innovators

Investors and 
Innovators

Global Solutions 
Summit: “From Lab 

to last one mile”

Emerging & disruptive
ｔechnologies：新井教授スピーチ

第３回国連ＳＴＩフォーラム
２０１８の特徴

ｰ議論から実行へｰ



国連「持続可能な開発のための2030アジェンダ」
“Transforming our world: 2030 Agenda for Sustainable Development”

 2015年9月の国連総会において全会一致で採択。2030年までの国際社会
全体の開発目標。17ｺﾞｰﾙと169ターゲットから構成。

目標1.  あらゆる場所のあらゆる形態の貧困を終わらせる。
目標2.  飢餓を終わらせ、食料安全保障及び栄養改善を実現し、持続可能な農業を促進。
目標3.  あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生活を確保し、福祉を促進。
目標4.  すべての人に包摂的かつ公正な質の高い教育を確保し、生涯学習の機会を促進。
目標5.  ジェンダー平等を達成し、すべての女性及び女児の能力強化。
目標6.  すべての人々の水と衛生の利用可能性と持続可能な管理を確保。
目標7.  すべての人々の、安価かつ信頼できる持続可能な近代的エネルギーへのアクセス確保。
目標8.  包摂的かつ持続可能な経済成長及びすべての人々の完全かつ生産的な雇用と働きがいの

人間らしい雇用(ディーセント・ワーク)を促進。
目標9.  レジリエントなインフラ構築、包摂的かつ持続可能な産業化の促進及びイノベーションの推進。
目標10.  各国内及び各国間の不平等を是正。
目標11.  包摂的で安全かつ強靱(レジリエント）で持続可能な都市及び人間居住を実現。
目標12.  持続可能な生産消費形態を確保。
目標13.  気候変動及びその影響を軽減するための緊急対策を講じる。
目標14.  持続可能な開発のために海洋・海洋資源を保全し、持続可能な形で利用。
目標15.  陸域生態系の保護、回復、持続可能な利用の推進、持続可能な森林の経営、砂漠化への

対処、ならびに土地の劣化の阻止・回復及び生物多様性の損失を阻止。
目標16.  持続可能な開発のための平和で包摂的な社会を促進し、すべての人々に司法へのアクセス

を提供し、あらゆるレベルにおいて効果的で説明責任のある包摂的な制度を構築。
目標17. 持続可能な開発のための実施手段を強化し、グローバル・パートナーシップを活性化 。



選定基準 : universality普遍性, inclusiveness包
摂性, participation参加, integration総合化, 
transparency透明性 & accountability説明責任





ＳＤＧｓ Goal 3. Ensure healthy lives and promote well-being for all at all ages

Targets



SDGs Goal 11. “Make cities and human settlements 
inclusive, safe, resilient and sustainable”

Targets



Targets




